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検討の背景

・上位計画における位置づけ

「小山市第 6 次総合計画（平成 23 年 3 月）」、「小山市都市計画マスタープラン（平成 17 年

1月）」において、「高岳引込線の活用検討」が位置づけられている。

① 小山市第 6次総合計画
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②小山市都市計画マスタープラン
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・検討の経緯

① 小山市総合都市交通計画策定

小山市総合都市交通計画策定委員会を設置し、平成 16 年 3 月に小山市総合都市交通計画

を策定した。

公共交通利用促進方策として使用頻度が少ない高岳引込み線空間の有効活用が課題となっ

ていたことから、その有効な活用方法について、検討を行なった。

② 庁内調整会議開催

平成12年度に、高岳引込線の有効活用に関する「庁内調整会議」を設置した。

以下、平成18年度以降の会議概要である。

・平成18年度（高岳引込み線及び沿線地区の現状高岳引込み線の活用方法）

・平成19年度（高岳引込み線及び沿線地区の現状高岳引込み線の活用方法）

・平成20年度（高岳製作所へのヒアリング結果法的課題高岳線活用によるDMV導入検討）

・平成21年度（高岳引込み線の有効活用と沿線土地利用状況）

・平成22年度（高岳引込み線の有効活用）

・平成23年度（高岳引込み線の有効活用）

・平成24年度（高岳引込み線の有効活用）

・平成25年度（高岳引込み線の有効活用）

・平成26年度（高岳引込み線の有効活用）

③ 新都市交通システム整備勉強会開催

平成18年11月1日（講演：栃木県県土整備部都市計画課長）

④ 新交通システムの導入に向けた勉強会開催

平成25年度に、市執行部と市議会議員、地元選出の県議会議員、行政機関、地元関係企業

及び地元自治会長などから構成された「新交通システムの導入に向けた勉強会」を設置し、これ

までに4回の勉強会を実施した。

⑤ 小山市まちづくり総合交通戦略策定庁内プロジェクト会議開催

平成 26 年度、小山市の将来のまちづくりと都市交通とを総合的に体系化した戦略を確

立するため、「小山市まちづくり総合交通戦略策定庁内プロジェクト会議」を設置した。


